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期
間

９
月
29
日

〜

11
月
25
日

場
所

彦
根
城
天
秤
櫓

招
き
猫
は
、
彦
根
藩
２
代
藩

主
・
井
伊
直
孝
が
鷹
狩
り
の
途

中
、
猫
に
豪
徳
寺
（
東
京
都
世
田

谷
区
）
へ
導
か
れ
、
雷
雨
を
逃
れ

た
と
い
う
故
事
に
ル
ー
ツ
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

後
、
招
き
猫
は
、
招
福
開
運
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
広
ま
り
ま
し

た
。彦

根
と
関
係
の
深
い
「
招
き

猫
」
を
一
堂
に
集
め
て
展
示
し

ま
す
。

※
特
別
展
「
招
き
猫
展
」
準
備

の
た
め
、
天
秤
櫓
は
、
９
月
27

日

、
28
日

の
２
日
間
は
、

公
開
し
ま
せ
ん
。

ま
で
の
コ
ー
ス
を
約
１
時
間
30
分
か

け
て
練
り
歩
き
ま
す
。
ま
た
、
宗
安

寺
で
は
国
書
交
換
式
を
行
い
ま
す
。

四
番
町
ス
ク
エ
ア
で
は
、
６
日

〜
８
日

に
韓
国
や
、
朝
鮮
通
信
使

ゆ
か
り
の
ま
ち
の
観
光
や
物
産
な
ど

も
紹
介
し
ま
す
。

朝
鮮
通
信
使
行
列
の
再
現

歴
史
的
に
ゆ
か
り
の
あ
る
朝
鮮
人

街
道
を
中
心
に
、
当
時
の
朝
鮮
通

信
使
の
行
列
を
再
現
し
ま
す
。

日
時

10
月
８
日

午
後
１
時
〜

午
後
２
時
30
分

行
列
順
路

芹
橋
〜
彦
根
城
域
〜
宗

安
寺

今
年
は
、
江
戸
時
代
の
朝
鮮
通
信

使
の
初
め
て
の
来
日
か
ら
４
０
０
年

目
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、

日
本
各
地
の
ゆ
か
り
の
市
町
村
で
、

記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

朝
鮮
通
信
使
の
宿
泊
地
の
一
つ
で

あ
っ
た
彦
根
市
に
お
い
て
も
、
10
月

７
日

８
日

に
行
わ
れ
る
「
朝

鮮
通
信
使
ゆ
か
り
の
ま
ち
全
国
交
流

大
会
」
に
併
せ
て
、
日
韓
交
流
フ
ェ

ス
タ
in
彦
根
を
開
催
し
ま
す
。

８
日

に
は
、
朝
鮮
通
信
使
の
行

列
を
当
時
の
衣
装
を
着
用
し
て
再
現

し
ま
す
。
行
列
は
、
朝
鮮
人
街
道
の

名
で
知
ら
れ
る
旧
街
道
か
ら
通
信
使

の
宿
と
さ
れ
た
宗
安
寺（
本
町
二
丁
目
）

問

い

合

わ

せ

先

国
宝
・
彦
根
城

築
城
４
０
０
年

祭
実
行
委
員
会

事
務
局
（

彦
根

城
築
城
４
０
０
年
祭

推
進
室
内
）

30

６
１
４
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22

１
３

９
８
番
、
ホ
ー

ム

ペ

ー

ジ：
http://w

w
w

.hikon

e400th.jp/

国
書
交
換
式

当
時
の
朝
鮮
通
信
使
が
滞
在
し

た
宗
安
寺
に
お
い
て
、通
信
使
が
、

李
氏
朝
鮮
王
朝
の
王
か
ら
託
さ

れ
、
持
ち
運
ん
で
き
た
書
簡
「
国

書
」を
渡
す
儀
式
を
再
現
し
ま
す
。

日
時

10
月
８
日

午
後
３
時
〜

場
所

宗
安
寺
　
本
堂

朝
鮮
通
信
使
　
交
流
広
場

四
番
町
ス
ク
エ
ア
に
テ
ン
ト
を
設

営
し
、
彦
根
と
韓
国
の
観
光
や
物

産
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時

10
月
６
日

〜
10
月
８
日

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

朝
鮮
通
信
使
っ
て
知
っ
て
ま
す
か
？

朝
鮮
通
信
使
は
、
足
利
・
豊
臣
・
徳
川
の
武
家
政
権
に
対
し
て
、
朝

鮮
国
王
が
書
契(

国
書)

お
よ
び
進
物
を
も
た
ら
す
た
め
、
派
遣
し
た
外

交
使
節
団
の
こ
と
で
す
。
江
戸
時
代
、
12
回
に
わ
た
っ
て
、
来
日
し
ま

し
た
。
通
信
使
は
、
対
馬
（
長
崎
県
）
か
ら
日
本
に
入
り
、
そ
こ
か
ら

行
列
と
な
っ
て
江
戸
に
向
か
い
ま
し
た
。
そ
の
第
１
回
目
は
、
慶
長
12

年
（
１
６
０
７
）
の
こ
と
で
、
彦
根
城
天
守
が
完
成
し
た
こ
ろ
の
出
来

事
で
し
た
。
そ
の
12
回
往
来
中
、
彦
根
に
10
回
滞
在
し
て
い
ま
す
。
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下
水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
を

健
康
で
快
適
な
も
の
に
し
、
川
や

湖
の
水
質
を
守
る
た
め
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
施
設
で
す
。

彦
根
市
は
、
昭
和
57
年
に
公
共

下
水
道
事
業
を
始
め
、
市
街
地
の

下
流
側
か
ら
上
流
側
に
向
け
て
、

順
番
に
整
備
し
て
い
ま
す
。
彦
根

市
の
公
共
下
水
道
普
及
率
は
70
・

４
％
（
平
成
18
年
度
末
現
在
）
で

す
。
全
国
の
普
及
率
の
平
均
は
、

70
・
５
％
（
同
18
年
度
末
現
在
）
で

問
い
合
わ
せ
先

下
水
道
部

管
理
課

22

５
４
５
８
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22

５
４
３
３
番

す
の
で
、
同
じ
く
ら
い
で
す
が
、

滋
賀
県
平
均
の
82
・
２
％
（
同
18
年

度
末
現
在
）
に
比
べ
る
と
、
ま
だ

ま
だ
低
い
状
況
で
す
。

清
潔
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
こ
れ
か
ら
も
、
財
政
事
情

を
考
慮
し
な
が
ら
、
整
備
区
域
を

広
げ
、
水
洗
化
を
促
進
し
て
い
き

ま
す
。
み
ん
な
で
彦
根
を
環
境
に
や

さ
し
い
ま
ち
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

排
水
設
備
工
事
の
助
成
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

排
水
設
備
新
設
補
助
金

市
民
税
の
所
得
割
非
課
税
世・
帯・
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。
申
請
者
１
人
に
つ
き
１
回
限
り
、
限

度
額
７
万
円
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
た
だ
し
、
左
の
「
主
な
条
件
項
目
」
の

な
ど
に
該
当
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

一
般
家
庭
で
、
排
水
設
備
工
事
を
行
う
人
が
、

借
り
入
れ
に
よ
る
資
金
が
必
要
な
場
合
に
、
工
事
費
に
応
じ
て
、
金

融
機
関
を
通
じ
て
、
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

限
度
額
　
１
０
０
万
円

返
済
期
間
　
60
か
月
以
内
　

利
率
　
年
１
・
８
％

※
た
だ
し
、
左
の
「
主
な
条
件
項
目
」
の

な
ど
に
該
当
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

主
な
条
件
項
目

市
民
税
お
よ
び
受
益
者
、
負
担
金
ま
た
は
分
担
金
な
ら
び
に
水
道
料

金
の
滞
納
が
な
い
こ
と

供
用
開
始
の
日
か
ら
３
年
以
内
に
排
水
設
備
工
事
を
実
施
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と

排
水
設
備
工
事
の
申
請
と
共
に
申
請
を
す
る
こ
と

融
資
資
金
の
償
還
が
可
能
で
あ
る
と
金
融
機
関
が
判
断
す
る
こ
と

※
ほ
か
に
も
条
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
内
容
は

下
水
道

部
管
理
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

悪
質
な

工
事
業
者
な
ど
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

最
近
、
市
内
の
あ
ち
こ
ち
で

「
排
水
設
備
の
無
料
点
検
は
い

か
が
で
す
か
。」「
市
役
所
か
ら

委
託
を
受
け
て
来
ま
し
た
」
な

ど
と
言
っ
て
、
住
宅
の
敷
地
内

の
排
水
設
備
の
点
検
、
清
掃
、

修
理
な
ど
を
勧
め
る
業
者
が
ま

わ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
ら
の
業
者
の
中
に
は
、

不
必
要
な
工
事
を
勧
め
た
り
、

法
外
な
代
金
を
請
求
し
た
り
す

る
場
合
も
あ
る
よ
う
で
す
。
市

が
理
由
も
な
く
排
水
設
備
の
清

掃
や
修
理
を
勧
め
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。


